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１、目的・動機 

私は４年生の春に就職活動を始めて間もない時、人に追われる夢をほぼ毎日見てい

ました。現実では不安や焦り追われ、睡眠中でもほぼ毎日何かに追われていました。

これには何らかの繋がりや関係性があるのではないかと思い、このテーマに決定をし

ました。 

私たちが見る夢と心理状態がたとえ関係しているならば、夢から自分自身の心理状

態が把握できるのではないかと考えています。 

 

２、内容 

 就寝前に１日の記録をし、起床後に見た夢を記録します。夢の心理本を参考にし、

見た夢を照らし合わせます。それと同時に１日にあった出来事や心境と関係があるか

ないかを検証します。 

 

３、方法 

アンケート調査を行います。年齢・性別は特定せず、就寝前・起床後を１日分とし

て約２週間継続的に答えてもらいます。 

 

４、結果 

現在は７名にアンケートを実施しています。その内３名のアンケート収集をしまし

たが、現状としてはまだ本を読み終えていないため、結果の比較は出来ていません。 

 

５、考察 

３人×１２日で合計３６日分のアンケートを行ったが、その内の１１日しか夢を見

ていないか見たが起きたら忘れてしまったというものでした。 そこから、夢と心理の

関係性があるかないかだけでなく、夢を見る日や見ない日の共通点もあるのか、分析

する必要もあると思いました。今後は更にアンケート人数を増やし、本をよく読みア

ンケートで答えてもらった夢をもとに、心理と夢には関係があるか分析することが必

要であると思います。 

 

 


